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日
本
文
学
研
究
会
平
成
二
十
二
年
二
月
泉
鏡
花
周
辺
の
人
々
谷
活
東
の
こ
と
な
ど

教
授
吉
田
昌
志
尾
崎
紅
葉
門
下
で
泉
鏡
花
の
友
人
だ
っ
た
谷
活
東
（
明
10～
39）
は
、
早
逝
し
た
た
め
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
少
な
く
、
文
業
の
評
価
は
必
ず
し
も
高
く
な
い
が
、
新
体
詩
、
紀
行
随
筆
、
小
説
、
俳
句
の
各
分
野
に
わ
た
り
、
就
中
俳
句
が
最
も
秀
で
て
い
る
。
鏡
花
（
お
よ
び
弟
の
斜
汀
）
と
は
明
治
三
十
三
年
前
後
、
牛
込
南
榎
町
時
代
に
親
交
厚
く
、
活
東
の
小
説
「
女
郎
蜘
」
（
明
37

7）
に
鏡
花
作
「
註
文
帳
」
（
明
34

4）
の
影
響
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
の
鏡
花
が
活
東
没
後
に
畏
友
の
生
涯
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
摂
り
入
れ
つ
つ
独
自
の
物
語
を
成
し
た
「
杜
若
」
（
明
44

8）
は
、
亡
き
人
に
対
す
る
追
慕
追
善
を
モ
テ
ィ
ー
フ
と
す
る
作
品
系
列
に
加
え
て
し
か
る
べ
き
も
の
、
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
と
ば
の
復
権
初
等
教
育
教
員
養
成
の
現
場
か
ら

専
任
講
師
豊
田
千
明
初
等
教
育
の
教
員
養
成
現
場
で
の
授
業
実
践
の
事
例
紹
介
を
し
た
。
実
学
志
向
の
世
の
中
に
あ
っ
て
、
文
系
の
基
礎
学
を
学
ぶ
こ
と
、
こ
と
ば
を
学
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
文
化
力
を
獲
得
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
話
し
た
。
語
彙
の
数
も
多
く
、
そ
の
使
わ
れ
方
も
難
解
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
ブ
ー
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
本
語
の
さ
ま
ざ
ま
の
位
相
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
考
え
や
視
座
を
定
め
る
こ
と
、
ま
た
、
み
ず
か
ら
の
考
え
を
自
分
の
こ
と
ば
で
表
現
し
、
整
理
し
、
認
識
す
る
こ
と
、
ま
た
、
自
国
の
伝
統
文
化
を
知
り
、
他
国
の
文
化
を
尊
重
す
る
こ
こ
ろ
を
涵
養
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
特
に
強
調
し
た
。
平
成
二
十
二
年
度
大
学
院
日
本
文
学
専
攻
修
士
論
文
題
目
○
口
一
葉
『
た
け
く
ら
べ
』
論
一
葉
の
子
ど
も
像
と
同
時
代
作
家
の
子
ど
も
像
を
中
心
に

貝
瀬
伶
利
○
源
氏
物
語
と
白
居
易
蔡
贇
○
古
活
字
版
竹
取
物
語
の
語
彙
と
語
法
陳
雨
禾
○
伝
心
敬
筆
『
伊
勢
物
語
注
』
の
研
究
安
川
由
美
子
平
成
二
十
二
年
度
大
学
院
言
語
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
（
日
本
語
教
育
）
修
士
論
文
題
目
○
在
日
ス
リ
ラ
ン
カ
人
子
弟
の
母
語
母
文
化
継
承
に
対
す
る
親
の
意
識
に
関
す
る
研
究
Ｅ
．Ｍ
．ア
ル
ニ
デ
ィ
ー
ピ
カ
○
ノ
ダ
に
お
け
る
事
態
把
握
話
し
言
葉
で
の
使
用
と
書
き
言
葉
で
の
使
用
か
ら

島
映
子
○
身
体
語
彙
を
用
い
た
慣
用
表
現
を
中
心
に
日
韓
の
モ
ノ
の
見
方

申
恩
○
日
本
語
と
韓
国
語
の
ム
ー
ド
的
面
で
の
相
違
点
崔
貞
蘭
○
J
S
L
生
徒
か
ら
み
た
夜
間
中
学
日
本
語
学
級
の
意
義
生
徒
は
日
本
語
学
級
で
の
経
験
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か

本
多
和
子
平
成
二
十
二
年
度
日
本
語
日
本
文
学
科
卒
業
論
文
題
目
○
あ
ま
ん
き
み
こ
と
戦
争
杉
本
友
佳
○
中
世
の
英
雄
像
の
研
究
義
仲
と
義
経
を
中
心
に

丹
羽
紗
貴
子
―71―
○『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
研
究
三
石
祥
子
○
森
外
『
高
瀬
舟
』
論
そ
の
主
題

會
田
千
秋
○
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
文
化
受
容
青
木
美
奈
枝
○
タ
イ
ム
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
効
用
猪
狩
幸
○
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
日
本
語
教
育
石
塚
春
美
○『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
石
原
美
咲
子
○
大
江
健
三
郎
「
死
者
の
奢
り
」
論
梅
原
奈
月
○
川
端
康
成
『
片
腕
』
論
大
川
智
絵
○
川
端
康
成
『
山
の
音
』
研
究
純
粋
美
の
追
求
大
久
保
由
真
○
ゲ
ド
戦
記
に
お
け
る
言
葉
と
魔
法
太
田
早
紀
○
柏
葉
幸
子
『
ふ
し
ぎ
シ
リ
ー
ズ
』
の
魅
力
子
供
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
関
わ
り

大
橋
麻
生
○
広
告
の
こ
と
ば
の
研
究
岡
田
結
衣
○
太
宰
治
『
斜
陽
』
論
小
川
慶
子
○
村
上
春
樹
「
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
論
笠
原
由
美
子
○
村
上
春
樹
論
「
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
を
中
心
と
し
て

川
本
円
夏
○
村
上
春
樹
「
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
」
論
神
原
葵
○
芥
川
龍
之
介
『
鼻
』
論
草
野
碧
○
太
宰
治
『
お
伽
草
紙
』
論
河
野
友
美
○
宮
沢
賢
治
「
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
」
論
小
坂
瞳
○
安
房
直
子
童
話
に
お
け
る
幸
福
小
林
郁
美
○
芥
川
龍
之
介
晩
年
の
作
品
を
め
ぐ
っ
て

菰
田
奈
都
美
○「
破
戒
」
に
お
け
る
現
代
性
丑
松
の
藤
と
自
己
解
放
を
通
し
て

五
月
女
な
み
○
湯
本
香
樹
美
『
夏
の
庭
T
h
e
F
rien
d
s
』
論
坂
下
敬
子
○
芥
川
龍
之
介
の
現
実
観
「
河
童
」
を
中
心
に

柴
田
紗
希
○
芥
川
龍
之
介
王
朝
物
作
品
を
中
心
に

柴
田
法
子
○
中
島
敦
「
わ
が
西
遊
記
」
論
悟
浄
の
正
体

新
地
美
帆
○
吉
屋
信
子
論
小
さ
な
聖
母
た
ち

菅
原
美
幸
○
芥
川
龍
之
介
「
歯
車
」
論
杉
浦
亜
由
美
○「
天
草
本
平
家
物
語
」
の
語
法
杉
本
侑
美
奈
○
蜻
蛉
日
記
論
鈴
木
智
惠
○
葵
の
上
論
鈴
木
美
保
○
平
安
女
流
日
記
文
学
に
お
け
る
猫
の
描
き
方
に
つ
い
て
相
馬
和
佳
○
な
ぜ
中
国
語
を
勉
強
す
る
の
か
孫
悦
○
西
鶴
海
音
が
描
い
た
「
八
百
屋
お
七
」
高
橋
冴
子
○「
菊
花
の
約
」
論
田
中
千
惠
○
芥
川
龍
之
介
「
蜃
気
楼
」
論
田
村
貴
絵
○
大
学
生
と
高
校
生
が
考
え
る
日
本
語
に
対
す
る
意
識
の
違
い
に
つ
い
て
田
村
祐
希
○「
彼
岸
過
」
論
敬
太
郎
の
存
在
意
義

内
藤
裕
香
○
谷
川
俊
太
郎
の
世
界
心
に
生
き
続
け
る
子
ど
も

中
村
友
佳
理
○
新
美
南
吉
の
世
界
「
牛
を
つ
な
い
だ
椿
の
木
」
を
中
心
に

長
嶋
佳
良
子
○
大
石
真
に
お
け
る
ユ
ー
モ
ア
橋
本
綾
乃
○
坂
口
安
吾
「
桜
の
森
の
満
開
の
下
」
論
濱
﨑
真
衣
○
夏
目
漱
石
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
論
前
田
瑛
○
芥
川
龍
之
介
論
初
期
作
品
に
見
る
人
間
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム

松
嶋
愛
○『
雨
月
物
語
』
の
研
究
『
蛇
性
の
婬
』
を
中
心
と
し
て
松
本
亜
希
子
○
古
代
の
女
性
と
巫
女
性
道
上
真
帆
○
修
羅
能
「
巴
」
の
研
究
宮
﨑
華
世
○
日
本
語
に
お
け
る
「
配
慮
表
現
」
に
つ
い
て
横
田
歩
○
瀋
陽
に
お
け
る
日
本
語
教
育
遼
寧
大
学
日
本
語
教
育
の
状
況
李
嘉
若
○
日
本
語
学
習
者
の
学
習
意
欲
安
濟
鏡
○
韓
国
人
の
日
本
語
学
習
に
つ
い
て
安
藤
智
美
○『
平
家
物
語
』
の
研
究
石
原
佳
美
―72―
○
皿
屋
敷
伝
説
各
地
の
皿
屋
敷
伝
説
を
集
め
、
ま
た
皿
屋
敷
の
を
考
え
る
磯
貝
奈
央
○
横
光
利
一
研
究
「
機
械
」
の
表
現
方
法

乾
奈
津
希
○
韓
国
人
日
本
語
学
習
者
の
意
見
表
明
に
み
ら
れ
る
語
用
論
的
転
移
今
筒
奈
緒
○
江
戸
川
乱
歩
論
乱
歩
に
お
け
る
幻
想
と
現
実

岩
竹
由
佳
莉
○
井
上
靖
「
あ
す
な
ろ
物
語
」
論
岩
屋
彩
子
○
牡
丹
燈
籠
の
江
戸
語
植
木
麻
里
亜
○
留
学
生
へ
の
就
職
支
援
上
杉
美
穂
○
留
学
生
の
異
文
化
適
応
植
松
ル
ナ
○
浮
世
風
呂
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
大
川
真
侑
○
漱
石
の
夢
「
一
夜
」「
草
枕
」「
夢
十
夜
」
の
女
た
ち
大
貫
未
来
○
源
氏
物
語
論
夕
霧
に
つ
い
て

大
山
尚
子
○「
わ
た
し
が
棄
て
た
女
」
論
加
藤
渚
沙
○
会
話
に
お
け
る
伝
達
表
現
木
田
瞳
○
ま
ど
み
ち
お
ノ
ー
ト
ま
ど
み
ち
お
の
ま
な
ざ
し

木
下
未
来
○
宮
澤
賢
治
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
論
國
分
靖
子
○
闘
う
ヒ
ロ
イ
ン
論
小
暮
麻
衣
○
文
体
に
つ
い
て
小
林
咲
子
○
蜻
蛉
日
記
論
小
峯
麻
衣
○
太
宰
治
『
津
軽
』
論
志
村
香
織
○
中
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
育
の
新
し
い
動
き
異
文
化
間
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
見
え
て
く
る
異
文
化
理
解
教
育
秦
安
琦
○「
わ
た
し
が
棄
て
た
女
」
論
流
れ
つ
い
た
聖
女
の
意
味

鈴
木
麻
美
○
賢
治
の
北
上
川
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
を
中
心
に

鈴
木
ま
ど
か
○
悪
の
中
の
救
い
に
つ
い
て
黙
阿
弥
作
品
を
中
心
に

髙
木
舞
○
源
氏
物
語
論
植
物
に
つ
い
て

高
木
茉
利
奈
○
御
伽
草
子
『
ふ
く
ろ
ふ
』
の
研
究
田
形
尚
美
○
広
告
に
お
け
る
言
語
表
現
田
中
優
美
恵
○
感
謝
と
わ
び
表
現
の
日
中
対
照
研
究
段
沚
沚
○
梶
井
基
次
郎
論
死
生
観
を
め
ぐ
っ
て

千
代
森
玲
奈
○
東
京
方
言
の
談
話
展
開
塚
越
愛
○
村
岡
花
子
論
そ
の
生
涯
と
功
績

西
村
泰
佳
○
役
割
語
の
分
析
老
人
語
の
研
究

根
本
花
香
○
村
上
春
樹
「
海
辺
の
カ
フ
カ
」
論
畠
山
あ
さ
ひ
○『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
女
性
像
早
坂
真
依
○
武
者
小
路
実
篤
「
友
情
」
論
林
知
佳
○
記
紀
万
葉
集
に
お
け
る
禁
断
の
恋
の
文
学
性
星
亜
梨
沙
○『
枕
草
子
』
論
堀
井
瑞
紀
○『
千
葉
妙
見
大
縁
起
絵
巻
』
の
研
究
増
田
未
来
○
接
続
表
現
の
研
究
本
山
恵
美
○
村
上
春
樹
文
学
の
女
性
像
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
を
中
心
に

森
真
理
奈
○
向
田
邦
子
論
女
性
像
を
中
心
に

山
口
香
映
○『
と
は
ず
が
た
り
』
論
山
田
奈
央
子
○
芥
川
龍
之
介
『
煙
草
と
悪
魔
』
論
山
野
友
佳
子
○
村
上
春
樹
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
論
山
本
百
合
香
○
言
語
教
育
に
お
け
る
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
劉
敏
川
○
大
佛
次
郎
「
鞍
馬
天
狗
」
と
尊
王
攘
夷
渡
辺
麗
○「
卍
」
論
谷
崎
潤
一
郎
作
品
に
於
け
る
、
異
質
美
の
考
察

渡
邊
美
里
○『
と
は
ず
が
た
り
』
の
研
究
青
木
秀
代
○
源
氏
物
語
論
女
楽
に
つ
い
て

石
山
光
美
○『
平
家
物
語
』
の
研
究
武
士
と
信
仰

市
川
明
日
実
○
御
伽
草
子
『
す
ず
め
の
夕
が
ほ
』
の
研
究
岩
井
静
香
○
江
戸
川
乱
歩
「
押
絵
と
旅
す
る
男
」
論
上
田
裕
可
里
○
若
者
こ
と
ば
に
つ
い
て
王
娜
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○
中
国
語
話
者
に
よ
る
日
本
語
の
モ
ー
ラ
の
乱
れ
自
覚
す
る
こ
と
の
重
要
性

岡
彩
乃
○
略
語
に
つ
い
て
岡
谷
茜
○
狂
言
に
つ
い
て
粕
谷
礼
奈
○
三
島
由
紀
夫
論
「
金
閣
寺
」
を
中
心
に
し
て

加
藤
奈
月
○
坂
本
龍
馬
の
生
涯
龍
馬
に
影
響
を
与
え
た
人
物
を
中
心
に

鏑
木
め
ぐ
み
○
古
事
記
に
お
け
る
女
性
の
美
と
醜
人
間
の
生
命
の
有
限
性

川
越
恵
○
口
一
葉
「
た
け
く
ら
べ
」
論
菊
池
由
莉
○
日
本
人
の
罪
意
識
と
救
い
「
海
と
毒
薬
」「
悲
し
み
の
歌
」
を
中
心
に
木
下
聖
香
○
韓
国
人
学
習
者
の
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
安
と
そ
の
克
服
方
法
金
採

○
森
外
研
究
「
青
年
」
を
中
心
に

小
池
由
莉
○『
更
級
日
記
』
論
小
松
く
る
み
○
日
本
社
会
の
多
文
化
共
生
の
た
め
に
在
日
コ
リ
ア
ン
を
中
心
に

權
チ
ョ
ロ
ン
○
能
『
松
虫
』
に
つ
い
て
塩
田
雅
世
○
森
外
「
阿
部
一
族
」
論
篠
﨑
千
明
○
遠
藤
周
作
「
深
い
河
」
論
嶌
田
薫
○
江
戸
語
に
つ
い
て
鈴
木
夏
美
○
浮
舟
論
田
代
桃
子
○
太
宰
治
『
斜
陽
』
論
橘
め
ぐ
み
○
宮
沢
賢
治
論
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
に
お
け
る
生
と
死
の
意
味

田
中
綾
乃
○
三
島
由
紀
夫
「
金
閣
寺
」
論
月
村
佳
世
○
芥
川
龍
之
介
論
キ
リ
ス
ト
教
を
通
し
て

圓
谷
涼
○
若
者
言
葉
に
つ
い
て
富
澤
唯
○
森
外
「
舞
姫
」
女
性
描
写
を
中
心
に

豊
田
彩
恵
○「
斜
陽
」
論
永
瀬
優
美
○
梨
木
香
歩
の
世
界
を
探
る
錦
織
小
麦
○
天
草
本
平
家
物
語
の
表
現
箱
崎
彩
香
○
明
石
の
上
論
橋
本
夕
貴
乃
○
森
外
「
食
堂
」
と
大
逆
事
件
早
川
眞
澄
○
狂
言
研
究
身
障
者
を
描
い
た
作
品
を
中
心
と
し
て

東
谷
櫻
子
○
村
上
春
樹
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
論
沼
優
子
○
古
今
和
歌
集
の
表
現
平
野
詠
理
奈
○
中
川
李
枝
子
と
子
ど
も
作
者
の
目
に
映
る
子
ど
も
と
は

古
澤
香
織
○
日
本
人
と
中
国
人
と
の
行
動
パ
タ
ー
ン
比
較
松
浦
聡
子
○「
そ
れ
か
ら
」
論
松
村
佳
美
○
談
話
研
究
元
吉
結
衣
○
紫
の
上
論
百
瀬
有
里
○「
沈
黙
」
論
諸
永
あ
か
ね
○
クレ
ヨ
ン
王
国
と
人
間
王
国
に
備
わ
る
価
値

山
田
麻
衣
○「
本
朝
二
十
不
孝
」
研
究
山
村
奈
央
○
国
語
辞
典
か
ら
読
み
と
る
女
性
差
別
語
の
変
遷
吉
田
裕
可
里
○
須
佐
之
男
命
考
若
林
初
美
○『
と
は
ず
が
た
り
』
の
研
究
両
角
彩
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